
事業所名

  ７　エネルギーをクリーンにそしてみんなに（ゼロカーボンの取り組み）

  3 すべての人に健康と福祉を
１０　人や国の不平等をなくそう　（福祉施設授産品の積極的な使用）

ゼロカーボンとは、企業や家庭が排出する二酸化炭素をはじめとする温室効果ガス（カーボン）の「排出量」から、植
林、森林管理などによる「吸収量」を差し引いて、排出量の合計を実質的にゼロにすることを意味する。カーボンニュー
トラル、ネットゼロと同義であり、海外ではネットゼロと呼ばれることが多い。

当工事現場の鉄筋コンクリート躯体工事に使用している、床用サ
イコロスペーサーブロック・壁用ウォールスペーサーブロックは、北
海道夕張郡長沼町にある就労継続支援施設B型事業所「もく
れん」で製造された「授産品」となる製品です。様々な障がいを抱
えた方々で製品が作られています。授産品資材を優先的に現場で
使用する事により、障がい者福祉施設への支援に繋がってい
ます。

スペーサーブロックを製造している工場のコンクリート製品は、カー
ボンニュートラルの取り組みにより製造されております。製造過程
において使用する重機・車輛・ボイラー等の燃料に軽油の代わりと
なるBDF（バイオディーゼル燃料）を使用しています。二酸化炭素
の排出量を3年間に40トン以上削減しています。ここの製品・資材
を使用する事により、私たちの事業所もゼロカーボンの取り組
みに参加しています。

使用資材「サイコロスペーサーブロック」「ウォールスペーサーブロック」

当工事現場での「持続可能な開発目標」

Sustainable Development Goalsの取組について

授産品とは、障がいのある方々が地域において一般企業等への就労等自立した生活を営めるよう、障害者施設・地域
共同作業所において、作業訓練を行っており、授産製品はそうした作業訓練の一環として障がいのある方々が製作し
た製品のことを言います。


